




  当荘においては、患者の自主性を養う目的で患者自治会主催で、院内活動と

して、シヨッピング、レクリェーションを実施している。介助は主に職員で、

他数名の家族の参加を得ているが、患者の病状の進行に伴う介助者不足不測の

事故発生時の責任問題が生じて来た。この解決策の 1つとして患者、家族、職

員の院外活動に対する意識調査を行なったのでここに報告します。


